
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

第 19 回  この本よかった賞 vol.１ 

 

自分が読んでよかったと思う本を、たくさんの人におススメする気持ちで紹介文を書く賞です！ 

今年もたくさんの応募がありました！ 一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31 1 2 3 4 

2024年 12月 利用カレンダー ℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10 時～18 時  土曜日＝10 時～17 時 

休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 
※   ・・・図書室の休館日 

※   ・・・17時閉館 

１0月26日（土）、児童館（生涯学習施設たんぽぽ）にて『生坂村秋の古本市＆ブックカフェ』を行いました。 

当日は曇ってはいるものの、上着もいらない丁度いい陽気。朝の開始時間前から待っていて下さった方も

いて、たくさんのジャンルの中から思い思いの本を選んでいました。 

ブックカフェも、昨年に引き続き二回目の開催でしたが、見つけた本を楽しんだり、懐かしいお仲間とのお

話に花を咲かせたりと、昨年よりもゆったりとすごしていただけているようでした。 

本を通して、穏やかに過ごす秋の一日となっていたら 

幸いです。 

年末年始休館＝12/28～1/4 

 

『 生坂村秋の古本市＆ブックカフェ 』 開催しました 

『名探偵コナンの探偵入門』 
 

 この本は、マンガと問題がでてきて、楽しみ

ながら探偵の特訓ができます。犯罪の種類

がのっていて絵もいっしょについているので

とてもわかりやすいです。 

 実験のやり方や、昔本当にあった事件の犯

人のつかまえた方法などがいろいろかいて

ある本です。私が、1番オススメの本です。 

 

 

『ひらやすみ』 
 

 本の中に出てくるおいしそうなごはんやおもしろい登場

人物や会話がでてきて、なんか本当におきていることみた

いでとても面白いです。今 1～7 巻まで出ていて私は、す

べて読んでいてもう 1回 1巻からよみなおしたくなるよう

なお話です！私の 1番オススメのマンガです。 
日岐 ５年 

小松 恋翠 

上生坂 ５年 

森山 灯里 



一般書 

■小鳥とリムジン         （小川 糸） 

■終活シェアハウス       （御木本 あかり） 

■気の毒ばたらき きたきた捕物帖（三） （宮部 みゆき） 

■生殖記               （朝井 リョウ） 

■佐渡絢爛 第 14回「本屋が選ぶ時代小説大賞」 

（赤神諒） 

■耳に棲むもの         （小川 洋子） 

■言葉にする習慣 思いがまとまる・伝わる 

「言語化力」の身につけ方  （さわらぎ 寛子） 

（山極 寿一 、 鈴木 俊貴） 

■続 日本の小さな本屋さん     （和氣正幸） 

■ごはんが楽しみ         （井田 千秋） 

実用書 

■切りっぱなし＆ねじねじで絶品 

ゆるっと本格パン        （藤井玲子） 

■はじめての自然循環菜園 

（無肥料・無農薬で究極の野菜づくり）（内田 達也） 

■ホットプレートひとつでごちそうごはんが 

できちゃった 100      （黄川田としえ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文庫・新書 

■100万回死んだねこ 覚え違いタイトル集 

（福井県立図書館） 

■ランチ酒           （原田 ひ香） 

■ランチ酒 おかわり日和     （原田 ひ香） 

■ランチ酒 今日もまんぷく   （原田 ひ香） 

えほん 

■まゆとブカブカブー やまんばのむすめ まゆ 

のおはなし  （富安 陽子/著 、 降矢 なな/絵） 

■はじめてのクリスマス 

（マック・バーネット/著、シドニー・スミス/絵) 

■モモ（絵本版）（ミヒャエル・エンデ/文、 

シモーナ・チェッカレッリ /絵） 

児童書 

■おくれてきた名探偵（杉山 亮/著 、中川大輔/絵） 

■ふしぎ駄菓子屋 銭天堂⑰⑱（廣嶋玲子/著、jyajya/絵） 

 

 

 

 

 

 

 

 1２ 月 の 新 着 本 

今年の古本市も、たくさんの方にお越しいただき幕を閉じ

ました。ご協力いただいたみなさま、どうもありがとうござ

いました。『古本市で、昔の生坂村のお祭りの映像の上映会を

やったら？』というアイディアもいただいて、早速次の会の

ことを画策中です(笑)まだまだ夜が長くて読書にぴったりの

季節。楽しんでいきましょう（まるやま） 

一般書 
えほん 

児童書 

時は元禄。 

金銀産出の激減に苦しむ 

佐渡で、立て続けに怪事件 

が起こった。 

御金蔵（おかねぐら）から消 

えた千両箱、三六名が命を 

落とした落盤事故、能舞 

台で磔（はりつけ）にされ 

た斬死体、割戸から吊り下げられた遺体…。 

いずれの事件現場にも血まみれの能面「大癋見

（おおべしみ）」が残されていた。 

振矩師（ふりがねし）の静野与右衛門は、奉行か

ら広間役（ひろまやく）の間瀬吉太夫の助手と

して、 

事件の真相解明を命ぜられる。 

吉太夫に反発しながら、調べを進めるうち、そ

の才覚と人物、謎めいた過去に強く惹かれてゆ

くがーー。 

佐渡金銀山に隠された恐るべき秘密とは？！ 

 
2023 年３月２８日より、１１月２２日まで新潟

日報に連載。 

世界遺産登録に沸く佐渡を時代小説でどうぞ。 


